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2026 年度  ボランティア・市民活動の推進に関する関係省庁との懇談会 

開催要項 

「広がれボランティアの輪」連絡会議 

 

 

1. 趣旨 

「広がれボランティアの輪」 連絡会議は、官民が連携しボランティア・市民活動を発展させる

ことを目的に、「ボランティア・市民活動の推進に関する関係省庁との懇談会」を開催しています。

本懇談会は、単なる省庁からの施策説明の場でも、ボランティア・市民活動推進団体からの要

望の場でもありません。ボランティア・市民活動推進団体と各省庁のボランティア関係施策推進

担当が対等な立場で情報共有することを通じて、現場に即したボランティア・市民活動の振興を

考える協働・協創の機会としています。 

今年度は「誰もが主体的に生きていける未来をどのようにつくっていくか」をテーマに、省

庁から施策説明を受けて懇談を行います。参加者にとって、視野を広げ、今後のボランティア・

市民活動を一層推進するためのヒントを得る機会となることをめざします。 

 

2. 開催日程 

2026 年 11 月 16 日（月） 午前の部（10 時から）、午後の部（13 時から） 

 

3. 開催方法 

会場／オンラインのハイブリッド開催 

○ 会場： 全国社会福祉協議会 ５階 会議室 

（〒100-8980 東京都千代田区霞が関３-３-２） 

○ オンライン： 開催 2 日前までに、お申込者に zoom のご案内を送付します 

 

4. 参加対象 

○ 「広がれボランティアの輪」連絡会議 構成団体の役職員 

○ 「広がれボランティアの輪」連絡会議 構成団体の支部・関係機関の役職員 

○ ボランティア・市民活動施策に関係する省庁職員 

 

5. 参加費 

無料 
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6. プログラム 

時間 内容 

午前の部 

9:45 受付開始 

10:00～

12:00 

■開会 

■話題提供 

市民社会の主役は、本来すべての世代であるはずです。しかしこれまでの

国の政策では、子どもの視点や意見は後回しにされがちでした。今、掲げられ

ている「こどもまんなか」という言葉の本当の意味とは何でしょうか。子どもは

守られるだけの客体ではありません。子ども自身が主体的に声を上げ、社会

に関与していく仕組みがあってこそ、「こどもまんなか」の未来が実現します。

本講演では、子どもをひとりの主体として尊重し、世代を超えて誰もが主体的

に参画できる社会のあり方を深掘りします。 

登壇者： 

こども家庭庁 長官官房総務課 会計担当 （併）こども若者まんなか推

進室 課長補佐 鈴木 太地 氏 

■質疑・意見交換 

鈴木氏のお話を踏まえ、誰もが主体的に参画できる社会に向けて、ボラン

ティア・市民活動関係者がすべきこと、できることを考えます。 

午後の部 

12:45 受付開始 

13:00～

14:55 

 

■話題提供 

ボランティアの意義を理解し活動することは、特別なことではなく、人と人を

つなげるものであり、すべての人にとって幸せな社会（well-being）をめざし

て、「私の意志」で行動するということです。ボランティア・市民活動は、楽しい

時間を共有し、他者とともに生きるという喜びを分かち合い、一人ひとりの尊

厳が大切にされる社会を創造していく力となります。本プログラムでは、市民

一人ひとりがボランタリーな取り組みに向き合えるように、どのような政策が

設けられているかを伺います。 

また、大阪・関西万博（EXPO 2025）を機にボランティア活動に関わるよ

うになった市民が、日常的に地域で活動を継続していけるよう支援に取り組

んでいる大阪ボランティア協会にもお話を伺い、ボランティア・市民活動を通

じた市民主体の社会づくりをどのようにすすめていけるかを考えます。 
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登壇者： 

 総務省 自治行政局地域力創造グループ 地域政策課 

テーマ： 「少子化時代における地域のあり方 ～地方における

担い手不足をどう考え、どのような政策で支えているか～」  

 外務省 地球規模課題総括課 

テーマ： 「地域にとってのポスト SDGｓ」 

 GREEN×EXPO 協会（公益社団法人 2027 年国際園芸博覧

会協会）推進戦略室 

テーマ： 「ボランティアの担い手をどうつないでいくか ～大阪

万博のレガシーからつながる 2027 年国際園芸博覧会～」 

 大阪ボランティア協会 

テーマ： 「単発の活動から継続的な活動へ」 

 

■質疑・意見交換 

省庁にお話しいただいた「国がしていること、国にできること」を踏まえ、誰も

が主体的に参画できる社会に向けて、ボランティア・市民活動関係者がすべ

きこと、できることを考えます。 

 

15:00～ 

16:00 

■省庁からの情報提供 

ボランティア・市民活動に関する政策（地域の人と協働ですすめていきたい

政策等）をご紹介いただきます。 

 

登壇者： 

 デジタル庁 国民向けサービスグループ 

 環境省 民間活動支援室 

 文部科学省 総合教育政策局 男女共同参画共生社会学習・安

全課 障害者学習支援推進室 

 厚生労働省 社会・援護局 地域福祉課 

 こども家庭庁 成育局 成育環境課 

 内閣府 政策統括官（防災担当） 

 

■閉会 

 

※ プログラムについては、随時更新し、「広がれボランティアの輪」連絡会議のホームペー

ジ（https://www.hirogare.net/）に掲載いたします。 

 

https://www.hirogare.net/


4 

 

7. 申込方法 

下記フォームから、11 月 9 日（月）までにお申込みください。 

  https://forms.gle/HGCrEhjH9AEp9q8B6 
 

8. お問い合わせ先 

「広がれボランティアの輪」連絡会議 事務局 〔担当：藤川、相澤〕 

〒100-8980 東京都千代田区霞が関 3-3-2 新霞が関ビル 

全国社会福祉協議会 全国ボランティア・市民活動振興センター内 

TEL：03-3581-4656 ／ E-mail：vc00000@shakyo.or.jp 

mailto:vc00000@shakyo.or.jp

